
～
森
林
空
間
の
活
用
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
～

シ
リ
ー
ズ
　 「
森も

り

業ぎ
ょ
う

の
推
進
」に
よ
る
山
の
地
方
創
生

は
じ
め
に

先
月
号
で
森
業
の
全
体
像
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
今
月
号
で
は
そ
の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、

森
林
空
間
の
利
用
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

1
9
8
2
年（
昭
和
57
年
）に
は
、
林
野
庁
が「
森

林
浴（Shinrin-yoku

）」を
提
唱
し
、
森
の
香
り

や
音
、
光
、
空
気
な
ど
、
五
感
を
通
じ
て
自
然
と

触
れ
合
う
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
や
免
疫
力

の
向
上
な
ど
の
効
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
近
年
で
は
森
林
空
間
を
活
用
し
た
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
な
ど
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
取
組
は
、
心
身
の
健
康
の
維
持
・
増
進
に
寄
与

す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
、
地
域

の
賑
わ
い
や
所
得
向
上
、
関
係
人
口
の
創
出
・
拡

大
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

企
業
に
よ
る
森
で
の
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
活
用

　

森
林
空
間
利
用
の
大
き
な
需
要
先
の
１
つ
が
企

業
で
す
。

「
T
D
K
ラ
ム
ダ
株
式
会
社
」で
は
、
若
年
層
社

員
を
対
象
と
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
森
林
セ
ラ

ピ
ー
®
や
森
林
整
備
活
動
な
ど
の
協
働
作
業
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
社
員
は
、
森
林
空
間
の
中
で

五
感
を
通
じ
て
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
チ
ー

ム
で
の
課
題
解
決
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体

験
す
る
こ
と
で
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
職
場

へ
の
帰
属
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
取
組
は
、
社
員
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
や
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
に
寄
与
し
、
実
際
に
離
職
率

の
低
下
と
い
う
成
果
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
整
備
活
動
で
は
、
地
域
の
林
業
関

係
者
と
連
携
し
、
社
員
が
自
然
環
境
や
森
林
管
理

の
実
情
に
触
れ
る
機
会
を
得
て
い
ま
す
。
地
域
側

も
企
業
の
人
材
が
森
林
保
全
に
関
わ
る
こ
と
で
作

業
支
援
や
交
流
の
場
が
生
ま
れ
、
信
頼
関
係
の
構

築
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
食
材
を
使
っ

た
昼
食
の
提
供
な
ど
も
行
わ
れ
て
お
り
、
企
業
研

修
が
地
域
と
の
接
点
を
生
む
仕
組
み
と
し
て
機
能

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
企
業
に
よ
る
森
林
空
間
の
活
用

森林浴

焚き火を囲んでコミュニケーション

都市で研修
（05-07年）

山村で研修
（08-21年）

新卒採用者 43人 194人

3年以内退職者
（離職率）

5人 7人

12％ 4％

新卒採用者人数・早期離職率の比較
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は
、
社
員
の
健
康
や
組
織
力
の
強
化
に
加
え
、
森

林
整
備
や
地
域
と
の
関
係
構
築
に
も
波
及
効
果
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

森
林
空
間
利
用
を
通
じ
た
森
林

づ
く
り

森
林
空
間
の
活
用
は
、
持
続
可
能
な
森
林
づ
く

り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
神
奈
川
県
小
田
原
市
の

株
式
会
社T-FO

RESTRY
で
は
、
江
戸
時
代
か

ら
続
く
辻
村
農
園
・
山
林
の
森
林
経
営
を
継
承
し

な
が
ら
、
現
代
的
な
森
林
空
間
利
用
を
通
じ
て
新

た
な
森
林
の
価
値
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

森
林
空
間
を
活
用
し
た
取
組
の

拡
大
に
向
け
た
林
野
庁
の
取
組

林
野
庁
で
は
、
森
林
空
間
を
活
用
し
て
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
提
供
し
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
、
近
隣

施
設
等
の
特
徴
と
一
緒
に
紹
介
シ
ー
ト
を
作
成

し
、
順
次
公
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
省
庁
事
業
も
含
め
て
活
用
可
能
な
補

助
事
業
を
と
り
ま
と
め
た
一
覧
表
を
作
成
し
、
事

例
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
毎
年
２
月
に
は
、
東
京
都
内
に
お
い

て
、
推
進
地
域
の
関
係
者
や
森
で
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
活
用
に
関
心
の
あ
る
企
業
等
を
対
象
と
し

た「
山
村
と
企
業
を
つ
な
ぐ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催

し
、
同
地
域
と
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
２
月
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
加
え
て
、

11
月
27
日
・
28
日
に
大
阪
府
に
お
い
て
、
推
進
地

域
の
関
係
者
や
森
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
に
関
心

の
あ
る
企
業
等
を
対
象
と
し
た
「
森
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
活
用
セ
ミ
ナ
ー
＆
日
帰
り
体
験
会
」
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

お
わ
り
に

森
林
空
間
の
活
用
は
、
健
康
・
観
光
・
地
域
振

興
と
い
っ
た
多
様
な
分
野
を
つ
な
ぐ
可
能
性
を
秘

め
て
お
り
、
こ
う
し
た
取
組
を
持
続
的
に
発
展
す

る
こ
と
で
森
林
づ
く
り
を
支
え
、
地
域
の
未
来
を

育
て
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

次
回
は
、
企
業
に
よ
る
森
林
づ
く
り
の
事
例
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

同
社
が
運
営
す
る
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
小
田
原
」
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
専
用

コ
ー
ス「
フ
ォ
レ
ス
ト
バ
イ
ク
」で
は
、
樹
木
を
伐

採
せ
ず
に
設
置
さ
れ
た
施
設
を
通
じ
て
、
来
訪
者

が
森
林
の
中
で
自
然
と
一
体
と
な
る
体
験
を
楽
し

め
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
森
林
空
間
を
活

か
し
た
設
計
に
よ
り
、
利
用
に
よ
っ
て
森
林
の
機

能
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
下
草
の
整
備
や
間

伐
な
ど
の
管
理
作
業
が
促
進
さ
れ
、
森
林
環
境
の

改
善
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
組

は
、
森
林
空
間
の
魅
力
を
引
き
出
す
と
同
時
に
、

保
全
活
動
と
連
動
し
、
利
用
者
の
増
加
が
森
林
整

備
の
継
続
的
な
動
機
づ
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
森
林
空
間
の
活

用
が
森
林
づ
く
り
の
担
い
手
を
広

げ
、
地
域
の
自
然
環
境
の
保
全
と

活
性
化
に
つ
な
が
る
好
事
例
と
し

て
、
T
‒
F
O
R
E
S
T
R
Y
の

取
組
は
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。

間伐後の森林

森林内に設置されたアスレチック マウンテンバイク専用コース「フォレストバイク」
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